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　現在日本人の英語コミュニケーション能力の向上が大きな課題となっている . この問題の解決には , 現在日本の学校で使用されてい

る英語教科書はどのようなものであるのかを明らかにすることが必要である . 本研究では , 日本の中学校及び高等学校で使用されてい

る最新の英語教科書を , 通時的視点と横断的視点の双方から量的に分析した . 通時的視点とは , 日本の明治・大正時代に使用された教

科書との比較であり , 横断的視点では同じ EFL（外国語としての英語）環境にあるアジアの国々との比較である . 分析手順は , 教科書

の内容を電子化し , 語彙数 , リーダビリティ , 文法統制の尺度から分析した . 分析の結果 , 現在の日本の教科書は , 語彙の面では通時的

にも横断的にも非常に少ないのに対し , 文法の導入は強く統制されていると考えられる . リーダビリティについては , 明治・大正時代

の教科書に比べるとはるかに易しくなっているが , 海外のものと比べると中間に位置している .
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